
Ⅰ クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現

重点的課題： クリーンなエネルギー供給の安定化と低コスト化（生産）

重点的取組： （１） 革新的技術による再生可能エネルギーの供給拡大

主な取組： 洋上風力発電システムの開発
※1 ※2 ※3

No. 小分類 施策番号 施策名 再掲
連携
単独
の別

責任
府省

事業期間
H26年度予算
(概算:百万円)

予算
新規
継続

H25
AP/
重ﾊﾟ

特定における特記事項

1

洋上
風力

エ・経43 風力発電技術研究開発

連 経

H25～H28 5,188 継続 AP ・本施策は、将来的な超大型の浮体式洋上風力発電システムの開発に向
けて、洋上風況観測システム、着床式洋上風力発電システム、小中規模浮
体式洋上風力発電システムの開発を行うものであり、コンポーネント等を含
む周辺産業に対する経済効果も大きいことから、意義は認められる。
・経産省が近々での実用化を目標とする大型着床式洋上風力の開発、環
境省がより先の実用化を目標とする浮体式洋上風力の開発に伴う環境影
響調査等といったように、明確な役割分担のもと両省が一体となって推し進
めており、成果の効率的な受渡や活用が見込める点についても評価される。

・今後は、電力系統を含めたトータルなシステムの検討など、当該施策の成
果を普及展開させるための計画や施策連携が必要である。2 エ・環01 洋上風力発電実証事業 H22～H27 1,369 継続 AP

※1 再掲：再掲があるものは「再」。 ※2 責任府省：内閣府による指導の下で、連携施策の推進、調整を中心として行う府省。 ※3 H25AP/重ﾊﾟ ：平成25年度アクションプラン(AP)、重点施策パッケージ(重ﾊﾟ)の別

平成26年度アクションプラン対象施策一覧より抜粋
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2014年度 2015年度 2016年度
（2020年以降）2013年度

洋
上
⾵
⼒
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
︵
１
︶

主な取組

要素技術開発

浮体式洋上⾵⼒発
電の実⽤化（2018
年頃までの商業化）

革新的技術による再生可能エネルギーの供給拡大 エネルギー(1)

中間目標、アウトカム

【エ・環01】
・ 2MW級浮体式システムの実証

・ 2MW級着床式システムの実証結果
取りまとめ

・ 2MW級浮体式システムの実証結果
取りまとめ

【エ・環01】
・ 実証機の開発

【エ・経43】
・ 高性能部材・コンポーネントの

基本設計、詳細設計実施
・ 7MW級システム向け油圧ドライ

ブトレインの実証機への搭載

・ 高性能部材・コンポーネントの詳細設計、
超大型システムの課題の整理

・ 7MW級システム向け油圧ドライブトレイ
ンの技術確立

・ 高性能部材・コンポーネントの試作機
を製作、実証

・ 高効率小型風車等の技術開発

構造設計の検証
台⾵・塩害等への耐久性向上
⼤型化、軽量化の技術開発

大型化への技術開発 他の発電方式への展開

着床式のノウハウ習得

⼩規模〜中規模発電技術の蓄積
【エ・経43】
・ 2MW級着床式システムの実証、

データ取得

・ 2MW級浮体式システムの実証、
データの取得

浮体式のノウハウ習得

洋上風力発電システムの技術開発
【エ・経43】【エ・環01】

実証試験 実証試験結果取り纏め

実証試験結果取り纏め

成果の受渡し

システム化・実⽤化技術開発

ネットワーク化技術の開発（⻑距離送電等）

システム最適化の検討・技術開発

発電制御技術の開発

浮体式システムの施⼯技術開発

平成26年度アクションプラン 詳細工程表より抜粋
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